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体 体 体 体

育藤～緑緑 育論～藤緑

高～緑緑 育緑～藤緑

育緑～論緑 育英～育緑

２２２２　　　　００００　　　　１１１１　　　　００００　　　　年年年年　　　　度度度度　　　　時時時時　　　　間間間間　　　　割割割割

英緑緑金 英緑緑韓

英緑緑金 英緑緑韓

～

※ xxxx

英緑緑金 英緑緑高

育韓～緑緑 育高～藤緑

育金～英緑 育阿～身緑

育論～論緑 育金～育緑



作情健

後市

後尚成

  

橋水尚尚橋水尚尚橋水尚尚橋水尚尚

後市

市尚水情尚市尚水情尚市尚水情尚市尚水情尚

後情

後市

市尚水成尚市尚水成尚市尚水成尚市尚水成尚

後情

市後水市尚市後水市尚市後水市尚市後水市尚 究 後市

後後 後後

後 後市 後市

市情水尚尚市情水尚尚市情水尚尚市情水尚尚

後市

市成水情尚市成水情尚市成水情尚市成水情尚 後市

    

後尚市

後情 後後 後情

後 後市 a作 健 後後

市成水成尚市成水成尚市成水成尚市成水成尚

市明水市尚市明水市尚市明水市尚市明水市尚

後情

b作 健 後後

市明水後尚市明水後尚市明水後尚市明水後尚

市松水指尚市松水指尚市松水指尚市松水指尚

後市 後後 後情 後後

後情 後市 市市

市市 後市

市桑水尚尚市桑水尚尚市桑水尚尚市桑水尚尚 後後

N金都 後後 後情 後市

市橋水情尚市橋水情尚市橋水情尚市橋水情尚 肇 後後

後後 後市 後情 後市

後市

市橋水成尚市橋水成尚市橋水成尚市橋水成尚

後市 後市

後市水市尚後市水市尚後市水市尚後市水市尚 後情

 

2 0 1 0 2 0 1 0 2 0 1 0 2 0 1 0                         

 



科目名 教員名 開講日時

遠山　茂樹

大歳　恒彦

期日指定 論文作成法 和田　明子 　4/10・4/24・5/8・5/22・6/5・6/19・7/3・7/24
 松田　憲 　各土曜4～5時限
 松山　薫

期日指定 基幹統計調査論Ⅰ 桑原　廣美 　4/9・4/23・5/7・5/21・6/4・6/18・7/2・7/23
　各金曜6～7時限（7/23は6時限のみ）

期日指定 政策研究特論ｅ（加工統計基礎論）髙橋　睦春 　4/16・4/30・5/14・5/28・6/11・6/25・7/9・7/16
　各金曜6～7時限（7/16は6時限のみ）
　8/23(月) 　1～5時限

夏季集中 公会計論 石原　俊彦 　8/24(火) 　1～5時限
公開講座 　8/25(水) 　1～5時限

　8/  7(土) 　1～5時限
夏季集中 企業と社会論 中谷　常二 　8/  9(月) 　1～5時限

　8/10(火) 　1～5時限
　8/31(火) 　2～5時限

夏季集中 コミュニティ・ビジネス論 飯盛　義徳 　9/  1(水) 　2～5時限
公開講座 　9/  2(木) 　2～5時限

　9/  3(金) 　1～3時限
　8/30(月) 　2～4時限
　8/31(火) 　2～4時限

夏季集中 資源リサイクル特論 古山　隆 　9/  1(水) 　2～4時限
　9/  2(木) 　2～4時限
　9/  3(金) 　2～4時限
　9/10(金) 　4～6時限

夏季集中 計量経済学Ⅰ 砂田　洋志 　9/11(土) 　1～4時限
　9/13(月) 　4～6時限
　9/14(火) 　3～6時限
　8/  3(火) 　5時限
　8/  4(水) 　5時限

夏季集中 経営研究特論ａ（経営管理論） 藤田　正一 　8/  5(木) 　5時限
　9/  7(火) 　3～6時限
　9/  8(水) 　1～4時限
　9/  9(木) 　1～4時限

　11/13(土)　3～5時限

期日指定 計量経済学Ⅱ 砂田　洋志 　11/27(土)　3～6時限

　12/4(土)　  2～5時限

　12/18(土)　3～5時限

期日指定 基幹統計調査論Ⅱ 桑原　廣美 　10/22・11/5・11/12・11/26・12/3・12/10・12/17・1/21

　各金曜6～7時限（1/21は6時限のみ）

期日指定 特別セミナー（地域価値の創造と発信） 大島　文雄 　10/2・10/9・10/16・10/23・10/30・11/6・11/13・11/20

公開講座 他 　各土曜6～7時限（11/20は6時限のみ）

区分

前期

後期

20義0



（４）インターンシップ実施状況

車o場

市 役

役 役

3 市

所 役

5 市

日 役

東 役

根 3

業 市

市局 役

市市 役

市役 市

市3 市

市所 市

市5 市

市日 市

市東 市

市根 市

市業 市

役局 市

役市 市

役役 市

役3 役

役所 役

役5 市

役日 市

役東 市

役根 役

役業 市

3局 役

3市 役

3役 市

33 役

3所 市

35 市

3日 市

3東 市

3根 市

3業 3

所局 市

所市 市

所役 役

所3 市

所所 市

日役



  

市尾水憲尾 市彦水市尾

市恵水尾尾 市憲水恵尾

市憲 憲尾 市明 市尾

市明 彦尾 市松 5尾

市8水尾尾 市樹水恵尾

２０１０年度前期オフィスアワー日程（前期）



川尾水憲尾 川彦水川尾

川悟水尾尾 川憲水悟尾

川憲 憲尾 川明 川尾

川明 彦尾 川松 5尾

川8水尾尾 川樹水悟尾

２０１０年度後期オフィスアワー日程（後期）
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